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１．研究計画の概要 

本研究の最終的な目的は，第一線の構成員
が日々の業務を通じて蓄積していく暗黙的
な知識やその集まりである集合知を生産シ
ステムの競争力向上に効果的につなげるた
めの手段を提供することである．暗黙知や集
合知は，何らかの意思決定に反映されること
を通じて，生産システムの競争力に変化をも
たらす．本研究では，特に，「製造現場に関
する知識」と「市場環境に関する知識」を，
「システム運用上の意思決定」と「システム
変革上の意思決定」に反映させる，2×2=4

通りの経路を対象として，それぞれ暗黙知や
集合知の意思決定への適切な活用を支援す
るためのシステムの開発を行う． 

 

２．研究の進捗状況 

(1)「製造現場に関する知識」の「システム運
用上の意思決定」への活用については，これ
までに，この種の意思決定の多くが組合せ最
適化問題として捉えられることに注目し，ま
ず，組合せ最適化問題の一種である最短経路
問題を集合知に基づいて解決するためのシ
ステムのプロトタイプを開発した．そして，
被験者実験によってそのシステムの有効性
を確認した． 

 

(2)「製造現場に関する知識」の「システム変
革上の意思決定」への活用については，この
種の意思決定が，所与の解空間からの単なる
選択ではなく，解自体やそれに先立つ問題自
体を創出していく知識創造の側面を持つこ
とに注目してきた．そして，生産システムの
改善・革新を検討する会議を実際に観察し，
そこでの知識創造過程の分析とモデル化を
進めてきた． 

 

(3)「市場環境に関する知識」の「システム運
用上の意思決定」への活用においては，予測
市場を応用した衆知集約型需要予測システ
ムの開発を進めてきた．可変区間型予測証券
（VIPS）を用いたシステムと，予測区間自律
調整型予測証券（SIPS）を用いたシステムは
共にほぼ完成しており，現在被験者実験やフ
ィールド実験を通じて実検証を行っている
ところである．また，これらを複数期間の需
要を同時に予測するシステムに拡張するこ
とにも取り組んでいる． 

 

(4)「市場環境に関する知識」の「システム変
革上の意思決定」への活用においては，これ
までに，複数の営業員らが，メンバー全員に
とって納得感のある市場機会マップを，相互
作用を通じて作成していく過程に着目し，そ
の過程を支援するためのシステムを開発し
た．また，被験者実験を通じて，提案システ
ムが実際に合意形成促進の効果を持つこと
を確認した． 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している． 

（理由） 

 上記の(1)～(4)の活用経路ごとに進展度合
にばらつきはあるものの，どの経路でも，シ
ステムの少なくとも一つの基本的な形がで
きており，そのシステムの実験による検証ま
で進んでいる点で，進展は順調であるといえ
る．特に，活用経路(3)の進展が早く，この面
では当初の計画よりも進んでいるともいえ
るが，他の面ではほぼ計画通りであり，全体
のバランスを考えて，自己評価は②と判断し
た． 
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４．今後の研究の推進方策 
(1)の活用経路では，現在開発中の，集合知に
基づく最短経路問題の解決支援システムを
完成させた後，それをプロジェクト管理問題，
ツリー探索問題などに拡張していく予定で
ある．また，被験者実験などを通じて，シス
テムの評価や問題点の洗い出しにも注力し
ていく． 

  

(2)の活用経路では，当面は，観察実験を積み
重ねて知識創造過程の分析・モデル化をさら
に進めていく予定である．モデルの表現力と
妥当性が担保できた段階で，Web ディスカッ
ション支援システムなどに発展させたいが，
拙速を避けるため，それは本プロジェクトの
終了後と考えている． 

 

(3)の活用経路では，これまで通り，衆知集約
型需要予測システムの完成度を高め，実検証
を進めていく予定である． 

 

(4)の活用経路では，市場機会マップ作成の段
階だけではなく，今後は，その後の戦略案創
出の段階やそれらの優先順位付けの段階を
も支援するシステムの構想，設計，開発，検
証などにも入っていく予定である． 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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